
177

わが国における肢体不自由児

施設の歴史的展開(上)

一緑成会整育園の歴史を中心 に一

吉 野 由美子

は じめに

本論 文 は,修 士論文 と して書 いた もの に,加 筆修 正 を した もので あ

る。本論文 にお いて は,明 治期以後 の肢体不自由児対策の大 まかな流れを

追いなが ら,肢 体不 自由児施設の成 り立ちを概括 しようと試みたのであるが,

まだやっと輪郭を描いた程度の粗削 りの ものであるが,社 会事業史の研究の中

で も,心 身障害児関係施設の歴史に関する研究 は,ま だ数 も少 な く,特 に肢体

不自由児関係 は殆 どない状態なので,思 い切 って発表することとした。

なお,紙 数の都合により,論 文は上下2回 に分けて搭載 し,そ の構成は,「 目

次」の通 りである。
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序
D
早

一肢体不 自由児施設の歴史を見る視点一

わが国における肢体不 自由児 に対す る対策が,貧 民 に対する対策か ら分離 さ

れ,障 害という特殊なニー ドへの対応 として行われるようになったのは,整 形

外科学の進歩によってである。

肢体不 自由児施設による療育体制の確立 に先駆的役割を果た した整形外科医

たちは,そ の実践を通 して,あ るいは,諸 外国の制度 に学ぶ中で,肢 体不 自由

児を真に救 うためには,不 自由児の持っ問題の複雑性か ら単に医学的治療を行

うだけでは不十分で,治療 ・教育 ・職業指導を一貫 して行 うことができる,多

機能な施設での一貫 した指導が必須の条件であると考え,こ の考えを基礎 に施

設療育の体制を造 って来たのであった。

しか しなが ら,施 設 における療育体制の中で,治 療 ・教育 ・職業訓練の機能

は,平 等に位置付けられ発展 したのではなかった。療育の中核的役割を果 た し

てきたものは,あ くまでも病院体制を中心 にした,医 療(治 療 と医学 的 リハ ビ

リテーションを含む)で あった。

わが国の肢体不 自由児施設 は,1947(S22)年 児童福祉法の制定 によって,

法的根拠を得て40年 足 らずの間に,障 害を引き起 こす原因の激 しい変化 と,社

会の障害者 に対する意識の変革,障 害者 自身の権利主張の運動によって,そ の

性格の著 しい転換を余儀な くされた。

その転換の過程で,実 際上 もっとも大 きな問題 となったものは,施 設療育体

制の中核をなす医療の質(医 学的 リハ ビリテーションを含 む)が,障 害 の原因

となる疾患の変化 に的確な対応ができるか否かであった。

たとえば,発 足当時の肢体不 自由児施設での医療の基礎は,小 児整形外科 の

治療 と,そ の後の医学的 リハ ビリテーションであったが,障 害の原因が脳性麻

痺など,脳 神経の ものに変わって行 く中で,必 要 な医療分野 は,小 児神経等,

他領域に広がっていった。

その結果,医 療の質を新 しい障害原因に応 じて転換 し向上 させて行 くことが
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できた施設 は,総 合療育セ ンター等,幾 っかのタイプの施設に転換す ることが

できたが,一 方,財 政的事情等に阻なまれて,医 療の質的転換を図れなか った

施設は,施 設存続 という目的か ら,異 なった役割を担 うようになっていったの

である。すなわち,医 療的ニー ドは比較的低いが,養 護問題を持っ障害児の生

活の場 としての役割に活路を見出そうとしたのである。

本論文で中心的に取 り上げる緑成会整育園は,ま さにその一例である。

緑成会整育園は,児 童福祉法制定後,初 めて公式に認可 された長 い歴史 を も

っ肢体不 自由児施設である。 この施設の歴史的営 みを追 う中で,上 に述べ た,

医療の質的転換を軸 とした肢体不自由児施設のわが国 における歩みを見渡 し,

その ことを通 して,肢 体不 自由児施設の本来の役割を検討 し,今 後 の心身障害

児施設のあるべき姿を探る手掛かりを引き出す事が本論文の主な狙いである。

特に,療 育 という目的を中心に して発達 した肢体不自由児施設が,も っぱ ら医

療の質を軸に して性格の転換を行 って きた結果,そ こに欠けていた生活の場 と

しての役割の認識をめ ぐる考察を加え,障 害児施設改革の今後の課題としたい。
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第1章 わが国における肢体不 自由児

施設の性格

一戦前の肢体不 自由児対策の展開を通 して一

第 一節 肢体 不 自由児 問題 の顕 在化

(1)明 治期

明治の初期 には,児 童 も成人 も区別 されず一般の貧民対策の中で扱われてい

た。障害を持 った児童 も同様の扱いであった。収容 による貧民対策の歴史を見

ると,養 育院(明 治5年)等 には,非 障害,障 害の区別 な く収容 されていた。

明治2年 に出された 「大聖寺藩山田m朗,梅 田五月の 「貧院取建方の儀に付

建 白書』の中で肢体不 自由児の能力開発的処遇に関する提案が見 られた。 しか

し建白書の趣 旨は,貧院の必要性を説いたものである。」(注1)で,あ った。

明治20年 代頃になると,欧 米の慈善事業の思想がわが国に取 り入れ られ,児 童

を成人 と区別 し,児 童の保護施設を造 る事は,一 般化 し,保 護施設 も数多 く造

られるようになったが,そ れ らの施設 において も障害,非 障害をあえて区別 し

なかった。只,自 らも障害者である渡辺大吉が明治36年 に静岡県富士市 に設立

した,富 士育児院は,「(収 容児童は主 として心身障害児で,特 に当時一般孤児

院 育児院で収容を拒否された,重 症肢体不 自由児童を収容 し,収 容力に余力

があれば,一 般孤貧児を収容 しております。)と あるよ うに,肢 体不 自由児が

優先されていた。」(注2)。 しか し,障 害 という特殊状況 に起 因 した問題 が顕

在化 し,そ れに対する特別の処遇が行われるようになったのは,整 形外科 のわ

が国への紹介 と,教 育サイ ドか らの取組が,行 われるようになってか らであ っ

た。

明治初期のわが国の医学界 には,漢 方医学 と西洋医学とが混在する状態であっ

たが,明 治10年 に東京帝国大学医学部が開設 され,ド イッか ら医学者を招 いた

り,留 学生を ドイツ,オ ース トリア等 に送 って,西 洋医学 を積極的に取 り入れ

た。明治39年 にこの医学部にわが国初の整形外科教室が開設され,ド イッやオマ

ス トリアで,整 形外科的矯正術を学んで帰国 した田代義徳が,初 代の教授となっ
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た。明治41(1908)年 には,外 来,入 院合わせて1年 間に1400人 を,ま た大正

期には2000人 の患者を扱い(注3),そ の多 くが小児であった(注4)。 この実

践を通 して,医 療の視点か ら見た,肢 体不 自由児の問題が顕在化 して きたので

ある。

一方
,教 育のサイ ドか ら見ると,明 治5年 に公布された学制には 「廃人学校」

の規定があり,障 害児教育 も範疇に含 まれていた。 しか し,肢 体不 自由児 に関

しては,こ れ らの教育実践は,全 く行われず,ま た,明 治12年 に学制 に代わ り

公布 された教育令において児童一般の就学義務が規定されたが,障 害児 につい

ては,明 治14年 の文部省か ら府県への布達 「就学督責親則起心得」 において ,

「就学 スル能ハ ラサル事故 ア リト認ムヘキ者」 の中心 に 「廃疾 の者」 をあげ,

事実上の就学猶予 ・免除を認める事 となった。

(2)大 正期

日露戦争後,日 本の資本主義 はその基盤を確立 したが,引 き続 く富国強兵策

の中,教 育行政においては児童の体位向上が強調 され、養護が注目を集 めるよ

うにな り,ま た,教 育者の欧米視察 によって,障 害児の特殊教育 に対す る関心

が高まるようになった。

一方
,就 学率の高まりの中で,軽 度の肢体不自由児 も学校に在籍す ることも

多 くなり,体 操教師はその取扱いに苦心 していた。その一人柏倉松蔵 は,当 時

日本に輸入 されたばか りの医療体操 に関心を持ち,そ の研究のため,在 職 して

いた小学校を休学 して田代義徳の教室に入局 し(大 正7年) ,後 に田代教授 の

指導の下に各種の肢体不自由児実態調査に参加 した。

この時期には,教 育 ・医学両面か ら障害児に対する実態調査が行われ ,肢 体

不 自由を初め,障 害児問題の顕在化 に大 きな役割を果たした。

教育サイ ドでは,就 学率が99.8%に 達 した明治44年,医 師三宅鉱一が,東 京

市内15区 の就学免除 ・猶予児童の調査を実施 し身体不具のため就学免除の者25

名,普 通学童 と一緒 の授業困難な児童が490名 いると指摘 していた(注5)。

「大正9年 文部省は,『肢者数』23434人 と発表 した」(注6)。

医学サイ ドにおいては,田 代義徳が,大 正6年 に東京府慈善協会第三部(衛

生治療)部 長 として,「手足の不 自由者の実態調査及び救済案」を提唱し(注7)
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これに基づき,東 大整形外科教室を中心 として実態調査が行われた。

第二=節 肢体不自由児施設の成立

明治36年 に設立 された富士育児院の主要な収容児 は肢体不 自由児であったが,

施設の基盤 は養護施設であって,肢 体不自由児の問題に正面から対応 した もの

ではなか った。

本格的な肢体不 自由児施設の成立 は大正に入ってか らである。

(1>柏 学園

肢体不自由児を収容 し,そ の治療 ・教育を目的 と して発足 した施設 として,

第一に上 げられるものは,全 節で述べた柏倉松蔵が大正10年 に私財を投 じて設

立 した柏学園である。柏倉松蔵は,医 療体操の効果を経験 し,そ の普及 を志 し

たが,医 療体操に対する学校体育の反応 のなさに絶望 し,ま た,医 療体操を実

施するには,大 変に努力を要するため,特 に肢体不自由児が継続 して体操を続

けて行 けるよう,集 団で行 うことが効果的ではないかと考え,独 自の肢体不 自

由児施設を造 ることを計画 した(注8)師 である田代義徳の助言を得て設立 し

たこの学園は,身 体の不 自由な児童で,障 害の原因,種 類,程 度,知 能障害 の

有無によって,入 園対象を制限する事 はなか った(注9)。

(2)光 明養護学校

大正14年 に東京帝国大学を退官 した田代義徳は,東 京市議会議員 にな り,そ

こで肢体不自由児対策の必要性にっいて様々な提言を行 ったが,こ の事が,わ

が国最初の肢体不 自由児養護学校,光 明養護学校の設立に大きな影響を与えた。

東京市教育局では,昭 和5年6月 に,市 内の小学校児童を対象 に実態調査を

行 い,体 操を免除 しなければな らない程度の関節及び筋肉の異常のある児童が

718名 いることを確認 した(注10)。 「上記資料を基に田代義徳 は同5年7月 の

東京市本会議で 『不具児教育所』の設置を提案」(注11),こ れをきっかけと し

て,肢 体不自由児学校設立の気運が高まり,昭 和7年5月 に1学 級15名 の光明

養護学校が開校 した。

(3)東 星学園

30年 余 り児童の保護事業に従事 して来た日本基督教婦人矯風会の守屋東 は,
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その実践を通 じて,知 能障害 はないが一般児童 と共 に動 く事ので きない肢体不

自由児の存在に気付 いており,そ の対策に苦心 していたが,高 木憲次 の提唱す

るク リュッペルハイム(高 木憲次 とクリュッペルハイムにっいては,次 節でま

とめて述べ る)に 共感 し,そ の指導を受けて,昭 和14年,私 財 と婦人会の募金

等で,玉 川村上野毛に定数24名 の東星学園を設立 した。 この施設 には,専 任教

師1名 を雇用 して,入 園児 には整形外科治療 と同時に教育を行 うという,高 木

憲次の提唱 したクリュッペルハイムをわが国で最初 に実現 したものであったが,

戦時体制の強化 とともに事業を維持する事ができな くなり,わ ずか4年 後の昭

和18年 に閉園せざるを得 なかった。

第三節 高木憲次の療育の定義と整肢療護園

(1)高 木憲次の業績と整肢療護園の設立

わが国の肢体不自由児施設の設立にっいて,高 木憲次の果たした役割は大き

い 。

高木憲次 は,1915(大 正4)年 東 京 帝 国大 学 整 形 外 科 医局 に入 局 し,田 代 義

徳 の指導 の基 で多 くの肢 体 不 自由児 と接す ることにな った。大正5～7年 にか

けて,下 谷 万年 町 ・本 所 ・深 川 ・本 郷 小学校 において,田 代 教 授 の 指 示 で肢 体

不 自由児(者)の 実 態調 査 を実 施 した。

この調 査 を通 じ,長 期 間 の治 療 を必要 とす る整形 外科 的疾患 を持 っ児童 には,

治療 と同 時 に教 育 の機 会 を与 え る事が必要 であ ると痛感 し,1918(大 正7)年

本 郷 小 学校 同窓 会 で 「夢 の楽 園 教療所」 の説 を講演(注12)し,こ れ が,高 木

憲 次 の肢 体 不 自由児 施設 療 育 の考 え方 の基礎 とな った。 この考 え方 は,1922

(大 正11)年 よ り,1年7ヵ 月 の ドイ ッ留 学 に よ って,さ らに進 展 した。

当 時 の ドイ ッで は,1906年 に プ ロイ セ ン政 府 が ク リュペ ル調査 を行 い,そ れ

を基 に,1920年 肢 体 不 自由者保 護 法 が 公布 され た後 で(注13),高 木 は 「第 一

次大 戦 の敗戦 国 で あ る ドイッが,乏 しい資 材 を や り く り して,全 国 に100以 上

の ク リュペル ハ イ ムを作 り維 持 していることに感銘 を受 けた」(注14)と 述 べ

て い る。

ドイ ッ留 学 の経験 か ら,高 木 は,ク リュペル には,整 形 外 科 的 治 療 ・教 育 に
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加えて,残 存能力に合わせた職業訓練と,職 業相談が必要であると考えた。 こ

の施設の形体を体系化 したものが,図1で ある。

図1高 木憲次の考えた身体障害者への対策のありかた

「クリュッペルハイム」が肢体不 自由児施設に当たる。

1整 形外科 学 ノ進歩

/智 能健 全
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＼努 力 ノ意志

皿 「ク リュ ッペル」 醤治教 護事 業

1.實 地醤 家 ノ整形外科 的教 養,認 識

2.「 ク リュ ッペル」 ノ早 期検診,治 療
A豫

3.申 告,家 庭探訪

4.相 談所(Kruppelberatungsstelle)

Kruppelversorgungsstelle

B

ー
防

ー護救宅居

C収 容救護

1・ 外 来診 察治療 所{
Tagesheiem

2.「 ク リュ ッペ ル 」 學 校

3.「 ク リュ ッペ ル 」 豫 備 校(Kruppelvorubungsschule)

1.「 ク リュ ッペ ル 」(Vollheim)

a-!l-

b・教 育{購 暮

一{欝 撫
d.職 業紹介 及授 産

2.不 具廃 疾院(Siechenheim)

3.智 能 薄弱児教 導 所

「高木 憲次 一人 と業績 一」278P
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高木憲次 は,こ の構想 を実 現 しよ う と して文部省,財 界 な ど に あ らゆ る機 会

に働 きか けたが,構 想実 現 は容易 で は なか った。

1937(昭 和12)年 支 那 事 変 が勃 発 し,政 府 と して は,傷 疲軍 人 対 策 が 急 務 と

な り,そ の有 用 な方 法 と して,高 木 憲次 の構 想 が 注 目 を 集 あ る よ うにな った。

その結果,政 界 ・財 界 ・軍人 を巻 き込 ん で,肢 体 不 自由者 療護 建 設 委 員 会 を設

立,財 界 に寄付 金 を募 った と ころ,寄 付 金 は,予 定 を越 え て 集 ま っ た。 と こ ろ

が,同12年 の秋 に,傷 病 兵 ・傷 瘍 軍人 の取 扱 い は,一 切 政 府 が 行 うと い う,方

針 が決 ま り,建 設 予 定 の施 設 にお いて は,一 般 の肢 体 不 自由者 を 扱 う事 が で き

るよ うにな った。

こうして,1942(昭 和17)年,板 橋 区 に,定 数105床 の整肢 療 護 園が設 立 され

た(注15)。 建 物 は,診 療 棟 ・厚 生 棟 ・義肢 装 具 研究 所等か らなる総面積,6600

平方 メー トルの立 派 な もので,入 園者 は,子 供 だ けで な く,成 人 も扱 い,当 時,

大学 病 院 で は入 院 ベ ッ ド数 の不 足でで きなか った,長 期 間 を要 す る慢 性 の 疾 患

を治 療 し,大 きな成 果 を上 げ た(注16)。

しか し,1944(昭 和19)年 よ り空襲 が激 し くな り,終 戦 まで に6回 の 空襲 を

受 け,ガ レー ジ と看 護婦 宿 舎 を残 す のみ にな った。

(2)高 木 憲 次 の ク リュ ッペ ルハ イ ム とは

高 木 憲次 は,ド イ ッ の ク リュ ッペ ル ハ イ ム か ら多 くの もの を学 ん だ か,

「 「ク リュ ッペ ル』 を精 神 的異 常者扱 ひを し……中略……患 児 を精 神 的 に歪 め

る者 と決 めてかか って,こ れが 矯 正 と処 理 に あ るい は特 殊教育 に,余 りに も拘

泥 し過 ぎて い る点 が腋 に落 ちなか った」(注17)と,述 べ,帰 国 に際 して,「 ①

先 ず肢 体不 自由児 の精神 的擁護 案 を考 えよ う ②手 術者 た る もの は,手 術 後,

罹 患 肢体 の快 復 に よ って患 児 が生業能力 を獲得 したことを見 とどけるべきであ

る」(注18)を 決 意 し,施 設 作 り に専 心 す る の で あ る。 この よ うな視点 か ら,

高 木 の主 張 す る ク リュ ッペ ルハ イムの,基 礎 的 な機 能 は整 形 外科 の病 院 であ っ

た。

すでに設立 していた,柏 学 園 にっ いて は,こ の機 能 が十 分 で はな か っ た こ と

か ら,ク リュ ッペ ル シュ ー レ(肢 体 不 自由児 の た めの学 校)と して評 価 したが,

彼 の主 張 す る ク リュ ッペ ルハ イ ムとは,区 別 して考 え て い た。
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また,病 院機能 と教育機能にっいては,一 っの組織の中で統一 して行 うこと

を主張 し,「二機関を分立せ しめ爾 も有機的関係を保持 し恰 か も一一機関の如 く

協力せ しめなければな らぬ。」(注19)と した,光 明学校の初代校長結城捨次郎

とは,意 見を異にした。

(3)肢 体不 自由という言葉の提唱と施設療育の定義

高木憲次が提唱 した,治 療 ・教育 ・職業訓練機能を兼ね備えた 「ク リュッペ

ルハイム」 は,整 肢療護園の設立で,現 実の ものとなり,こ の考 えが,戦 後 の

肢体不自由児施設の展開の基礎 となるので,こ こで,療 育 とその対象である肢

体不 自由の定義,療 育施設の性格にっいて,さ らに明確にして置 くたあ,二 つ

の事を書 き加えておきたい。

●肢体不 自由という障害の名称 は,1929年(昭 和4)頃 高木憲次によって,提

唱された。彼はかねてより,カ タワ ・アシナエ ・カタチ ンバなどの言葉が,肢

体不 自由を持っ子供達の心 を傷付け,悪 影響を及ぼすことを大変懸念 していた

が,「 アシナエの為に高等小学校に入学で きなか った一少女が,下 校す る他 の

生徒 に,ア シナエ ・カタワなどといわれて悲観 し,川 に飛 び込んで自殺 した」

とて う新聞記事を見て,適 切 な名称を探 さなければという思いを強 くした。 そ

して,自 分が診察 していた多 くの患者に意見を聞 き,「 欠 けている所があると

いって批判された くない。姿 ・形 ・動作などにっいて批判表現 されるような名

称で呼ばれたくない。不自由を感 じているのは自分 自身であって,他 人か ら批

判 されなければならない責務 も負い目もない。」 という患児 の意見を手掛か り

とし,医 学的にも十分使用に耐える言葉を造 ろうとした(注20)。 そ して,下

記の条件を満たす ものとして,肢 体不自由という言葉を提唱 したのである。

① 療育の目標 は単に乱れた形態を整える事 よりも,む しろ損なわれ多機能

を回復させる事にある。従 って療育の対象 となるものの名称 も形態異常を

現 したものよりも,機 能 障害を表現 したものでなければならない。

② 身体のうち不 自由な箇所を解剖学的に限定的に表現す るものである事

③ ある原因があってその結果として生 じた ものを表現できること(し かも,

広い範囲の原因から生 じたものを現せる可能性のあるもの)(注21)

●療育の定義 は 「現代の科学を総動員 して不自由な肢体 を出来 るだけ克服 し,
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幸 いにも快復 した ら 『肢体の復活能力』そのものを(残 存能力ではない)出 来

る丈 け有効 に活用 させ,以 て 自活 の途 の立 っ よ うに育成 す る ことで ある」

(注22)と し,そ の療育の対象 としての肢体不 自由児の定義は

「1肢 体の機能に不自由なところあり,そ の儘将来生業を営む上に支障をき

たす虞ある児童を肢体不 自由とす。

2就 中現代の医学では,不 治 であり,し か も仲 々症状の固定 しない者 は

「肢体の不治永患者症」 と称 している

3小 児麻痺 とか,間 接結核或 いは阻血性拘縮の如 く,そ の治療 に長期間を

要する疾患を第一種の肢体不 自由児 としている……中略」(注23)

以上述べてきたように,整 形外科のわが国への導入 と,そ の臨床 に携わ って

来た,田 代義徳や,高 木憲次等の先覚者 の実践を通 じてわが国の肢体不 自由児

問題は健在化 した。 また,肢 体不 自由児の持つ問題の多面性に着目した高木憲

次の肢体不 自由児療育施設の提唱は,肢 体不 自由児問題への対処の仕方 に科学

的な方法を与え,肢 体不 自由児の取扱いを慈善的保護か ら,治 療的処遇へと発

展させていったのである。

同時にまた,高 木憲次の医師としての立場からの発想 は,肢 体不 自由児施設

に,病 院機能の優位性 という性格付けを与えたのである。

注

1今 野文信講述 高橋流里子筆 「肢体不自由児の福祉対策」『戦前 ・戦中期における

障害者福祉対策』 財団法人社会福祉研究所 平成2年3月25日P53よ り引用

21に 同 じP54よ り引用

3田 代義徳 「整形外科の現在及将来」『医事新聞第1148号 』 東京大学 医学部整形外

科教室開校70周 年記念会編 「田代義徳先生 人 と業績』1975年P982

4

[
り

ρ
U

7

Ω
り

1に 同 じ

1に 同 じ

1に 同 じ

1に 同 じ

柏蔵 松蔵

P55

..

P58よ り引用

P58

『肢体不 自由児の治療 と家庭及学校』 柏学園 昭和31年6月10日
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P11^12

98に 同 じP17～21

10杉 浦守邦 「日本最初 の肢体不自由児学校 ・柏学園と柏倉松蔵」 山形大学教育学部

養護教室 昭和61年P258～259

11高 橋流里子著 「戦前 の障害概念 の検討一肢体不 自由児施設の処遇を通 じて一」

『社会福祉 第28・29合併号』 日本女子大学社会福祉学科 平成元年9月30日P17

か ら引用

12田 波幸夫編 『高木憲次 一人 と一業績』 財団法人日本肢体不自由児協会 昭和42年

12月P29

13一 番 ケ瀬康子他編 『講座障害者 の福祉1(障 害者の福祉 と人権)』 光生館1987年

12月25日P81～82

1412に 同 じP81～95

1512に 同 じP81～95

1612に 同 じP88～95

1712に 同 じP41か らの引用

1812に 同 じP41か らの引用

19全 国肢体不 自由養護学校長会編 『肢体不自由児教育の発展改定増補版』 社会福祉

法人日本肢体不自由児協会 昭和56年5月21日P20か らの引用

2012に 同 じP53～55

21高 木憲次 「肢体不 自由とは」『肢体不自由児の療育第2号 』 財団法人 日本肢体不 自

由児協会 昭和26年7月1日

22高 木憲次 「療育の基本理念」『肢体不自由児の療育第1号 』 財 団法人 日本肢体不

自由児協会 昭和26年1月P7か らの引用

2322に 同 じP8か らの引用
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第2章 児童福祉法の成立と

緑成会整育園の成立過程

第1節 児童福祉法の成立 と肢体不自由児施設の法制化

児童福祉法は,敗 戦後の深刻な生活困窮の中での,多 数の戦災孤児や不老児 ・

引揚孤児対策の必要が,成 立の契機となったものであった。

政府は,最 初 これらの児童の保護の問題を一般生活困窮者の対策の中で取 り

扱 っていたが,具 体的な成果 は上が らなかった。戦後最初の,具 体的な児童保

護対策は,1946(S21)4月 に出された 「浮浪児その他の児童等 の応急措置実

施に関す る件」 と同年9月 の 「主要地方浮浪児保護要綱」で,こ れは,児 童の

保護 というより浮浪児の取締 りに近い性格を持っ もので,こ の要綱に基づ き,

いわゆる浮浪児の刈 り込みを行 ったが,効 果は思 うように上が らなかった。 こ

の様な経験を通 して,政 府 は包括的な児童保護対策の必要性を認識 していった。

厚生省は,法 案の作成に当たり 「児童福祉法草案起草委員会」を設けた。 こ

の委員会には,民 間の児童施設関係者や,社 会事業研究者等,多 くの有識者が

選ばれたが,高 木憲次 も,こ の委員の一人であった。

児童福祉法全体の成立過程の中で,法 の目的は,要 保護児童 の保護 と,非 行

少年の対策 という社会防衛的色彩の強いものから,一 般児童の健全育成 と福祉

の増進 という,よ り広いものに,転 換 していくのであるが,こ の転換の力となっ

たのは,婦 人運動 ・教育運動等の各種民主団体の立法過程での運動であった。

しか し,こ の様な背景の中にあって も 「肢体不 自由児の療育をこの法律 の中

に盛 り込むことには,多 くの難色が示 された。当時,こ の種 の事業 は,整 肢療

護園によって,少 数の識者の関心をよんだ程度で,ま だ一般 の人達に,広 く理

解されるところまではいっていなかった。」(注1)

高木憲次は,粘 り強 く各委員を説得 し,法 第7条 の児童福祉施設 の中に,療

育施設 として肢体不 自由児施設を盛 り込み,ま た法43条 において,「 身体の不

自由な児童を治療するとともに,独 立自活に必要な知識技能を与えることを目
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的 とす る施設 とす る」 と規定す ることに成 功 した。

ところで,高 木 憲次 の主 張 す る療 育 施 設 の 三 つの柱 の一 つ で あ る,「 教 育 」

とい う言 葉 を,法 の 中 に是 非 入 れ た い と主 張 したが,教 育 は文部 省 の 管 轄 で あ

る とい う行政上 の理 由 によ って果たす ことがで きなか った。

児童福祉法 は,1947(S22)12月12日 制 定 され,翌 年1月1日 施 行 され た。

この様 に して,肢 体 不 自由児施 設 が,法 的根 拠 を得 た こ とで,全 国 へ の普 及

の基 礎 を得 た ので あ った。

第2節 児童福祉施設最低基準の制定と肢体不自由児施設

児童福祉法が成立すると,厚 生省児童局 は次の段階として,児 童福祉施設 の

最低基準の制定を行 った。 この制定にっいても,高 木憲次 は,中 央児童福祉審

議会委員 として関与 した。

1948(S23)年 に交付 された最低基準(厚 生省令第613号)に よると,肢 体

不 自由児施設は,療 育施設の一っと位置付 けられ(第85条(注2)),「 肢体不

自由児施設 とは,肢 体の機能の不自由な児童を入所させる医療法の病院をいう」

(第85条2)(注3)と 定義 され,そ の職員構成 については,第89条5で 「肢体

不自由児施設の長及び医師は整形外科の診療に相当の経験を有する医師でなけ

ればな らない」(注4)と 規定された。

高木憲次は細部 においては,よ り高い最低基準の設定を望んでお り,こ の基

準に満足 していた訳ではないが(注5),高 木憲次 の主張 した整形外科病院を

基盤 とした肢体不 自由児療育施設の体系は,ほ ぼ全面的に最低基準に盛 り込 ま

れ,そ の後の肢体不 自由児施設の性格に大 きな影響を与えた。

第3節 東京身体障害者公共職業補導所の設立 と補導所付属病院

戦前 における,身 体障害者の施策の多 くは,傷 瘍軍人対策 として行われて き

たが,敗 戦後の占領政策の中で,軍 人 に対す る特権的な政策はすべて解体 させ

られた。 しか し,そ の一方では,戦 争 によって生み出された多 くの傷瘍軍人 に
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設

(種
類
)

第
八
十
五
条

療
育
施
設
は
、
虚
弱
施
設
、
肢
体
不
自
由
児
施
設
、
盲
児
施

設
及
び
ろ
う
あ
児
施
設
と
す
る
。

2

虚
弱
児
施
設
と
は
、
身
体

の
虚
弱
な
児
童
を
入
所
さ
せ
る
も

の
を

い

う
。

3

肢
体
不
自
由
児
施
設
と
は
、
肢
体

の
機
能

の
不
自
由
な
児
童
を
入
所

さ
せ
る
医
療
法

の
病
院
を

い
う
。

4

盲
児
施
設
と
は
、
盲
児
を
入
所
さ
せ
る
も

の
を

い
う
。

5

ろ
う
あ
児
施
設
と
は
、
ろ
う
あ
児
を
入
所
さ
せ
る
も
の
を

い
う
。

(設
備
)

第
八
十
六
条

虚
弱
児
施
設

に
は
、
身
体

の
虚
弱
な
児
童

の
日
常
生
活
、

こ

れ
ら
の
児
童

に
対
す
る
診
療
及
び
職
業
指
導
並
び

に
虚
弱
児
施
設
の
事
務

執
行
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

肢
体
不
自
由
児
施
設

に
は
、
肢
体
の
機
能
の
不
自
由
な
児
童
の
日
常

生
活
、

こ
れ
ら
の
児
童

に
対
す
る
医
療
及
び
職
業
指
導
、

こ
れ
ら

の
児

童
の
う
ち
学
校
教
育
法
第

二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
就
学
を
猶
予
又
は

免
除
さ
れ
た
者

に
対
す

る
学
習
指
導
並
び
に
肢
体
不
自
由
児
施
設

の
事

務
執
行
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(設
備

の
基
準
)

第
八
十
七
条

療
育
施
設

の
設
備

の
基
準
は
、
左
の
通
り
と
す
る
。

一

虚
弱
児
施
設
に
は
、
児
童

の
居
室
、
診
療
室
、
観
察
室
、
病
室
、
講

堂
、
図
書
室
、
職
業
指
導

に
必
要
な
設
備
、
調
理
室
、
浴
室
及
び
便
所

を
設
け
る
こ
と
。

二

肢
体
不
自
由
児
施
設
に
は
、
医
療
法

に
規
定
す
る
も

の
の
外
、

後
療

法
室

(診
察
室
と
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。)
、
ギ
ブ

ス
室

(手
術
室
と

兼
ね
る
こ
と
が

で
き
る
。
)
、
講
堂
、
図
書
室
、
特
殊
手
工
芸
等

の
職
業

を
指
導
す
る
に
必
要
な
設
備
、
義
肢
装
具
を
製
作
す
る
設
備
及
び
浴
室

を
設
け
る
こ
と
。
但
し
、
義
肢
装
具
を
製
作
す
る
設
備
は
、
他

に
適
当

な
施
設
が
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
を
設
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
こ
と
。

(職
員
)

第
八
十
九
条

虚
弱
児
施
設
に
は
、
医
師
、
児
童
指
導
員
、
保
母
、
看
護
婦
、

栄
養
士
及
び
書
記
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

虚
弱
児
百
人
以
上
を
入
所
さ
せ
る
虚
弱
児
施
設
に
は
、
前
項

に
規
定

す
る
職
員

の
外
、
嘱
託
の
薬
剤
師
及
び

レ
ン
ト
ゲ

ン
技
術
者
を
置
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

虚
弱
児
五
十
人
未
満
を
入
所
さ
せ
る
虚
弱
児
施
設

に
は
、
第

一
項

の

規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
栄
養
の
理
論
及
び
実
際
に
通
じ
た
保
母
又
は
看

護
婦
を
も

っ
て
栄
養
士

に
代
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

4

肢
体
不
自
由
児
施
設
に
は
、
医
療
法

に
規
定
す
る
職
員

の
外
、
児
童

指
導
員
、
保
母
及
び
整
形
外
科
的
後
療
法
を
専
門
と
す
る
あ
ん
摩
師
を

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

5

肢
体
不
自
由
児
施
設

の
長
及
び
医
師
は
整
形
外
科

の
診
療

に
相
当

の

経
験
を
有
す
る
医
師

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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対 して,早 急 になん らかの対策を建てる事が必要であ り,こ れが,戦 後 の身体

障害者福祉施策を進める引き金 となった。

この様な背景の中で,1948年(S23)7月,小 平市小川に,わ が国最初 の身

体障害者職業補導所が建設 される事になり,労 働省が東京都 にこの事業を委託

した。

この補導所の初代所長宮崎吉則氏 は,「その年の11月1日 に一期生 と して52

名 の生徒を預か ったのですが,こ の内の20名 近い生徒が,手 術 をすることで今

よりもっともっと使い良い手足 となり,働 き易い身体 になるという事で した。」

(注6)と 述べている。

このことを,宮 崎氏に示唆 したのは,当 時都立広尾病院の整形外科医長 を し

ていた,故 多田富士夫博士で,博 士 は委託 されて補導所の生徒の健康診断を担

当 していた。

宮崎所長は,直 ぐに生徒の数人を広尾病院 に入院させたが,身 体障害者福祉

法 もまだ成立 していない時期で,そ の医療費の捻出に苦労 し,あ ち こちと掛 け

合 ってやっと生活保護法の適用を受け,と りあえずの医療費を支払 うことがで

きた。

翌1949(S24)年1月,二 期生62名 が入所 し,そ の中 には手術 を受 ければ,

身体の状態が改善 され る者 も沢山いた。又,一 期二期生合わせて114名 が寮生

活を していれば,健 康上の トラブルも日常的であった。

しか し,当 時の小川には医者 も歯医者 も一軒 もな く,交 通機関 はポ ッポ汽車

といわれた電車が走 っているだけの無医地区で,生 徒の健康上の問題に充分対

処することができなか った。

宮崎所長 は,生 徒の身体の状態を改善す るためだけでな く,無 医地 区で ある

この地域の医療問題の解決のたあに,ぜ ひ補導所 に付属病院が欲 しいと考 え,

労働省を初め都のいろいろの局に交渉 して回ったが,国 立や都立 としての予算

措置は受けることがで きなかった。

けれども幸 いなことに,5万 坪にも及ぶ都有地を自由に使 うことがで きた。

又,当 時の安井都知事が,「 ここに身障者のメ ッカを作 り,さ らに三多摩復興の

基地にと大理想をかかげ」(注7)い ろいろ力添えを したので,宮 崎所長 は多
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田博士の協力 も得て,病 院建設に着手する事ができた。1949(S24)年5月 補

導所の建物を一部借用 して病院開設の申請を行い,同6月 認可 された。

開設当時の病床数は26,内 科 ・小児科 ・整形外科 ・外科 ・歯科 ・泌尿器科の

6科 か らなり,院 長は多田博士であった。当初,経 営の主体 は明確でな く,多

摩緑成会 という財団を申請 し,財 団経営 という形が整 ったのは,翌 年3月 の事

で,現 在では考えられない,戦 後の混乱期だか ら可能であった病院のスター ト

であった。

尚,余 談であるが,発 足時の財団独 自の基本財産は百万円で,こ の財政基盤

の弱 さが,将 来緑成会整育園運営の大 きな障害となるのである。

第四節 緑成会整育園の設立と多摩緑成学園

多田博士 は(注8),東 大整形外科の医局に属 し高木憲次教授の弟子 と して,

肢体不 自由児の療育体制の整備に強い関心 と熱意を持 っていた。前章で見てき

たように,当 時の我が国においては,肢 体障害者に対する医療や教育の体制 は

皆無に等 しい状況であったか ら,補 導所 に入所 して来 る肢体障害者を見て も,

職業訓練をする前に,治 療と基礎教育の必要な者が大半を占めていた。

「名前ばかりの病院ができ,希 望者をどんどん手術 してみると,ほ とんどが今

まで と見違えるほどよくなり,身 体がよくなると同時に性格まで明るくな りま

した。」(注9)と いう事が目の前で実証 されていったので,宮 崎所長も多田院

長 も補導所病院への児童の入院と治療 に力をいれた。

しか し,前 章ですでに指摘 したように,病 気の性質上,入 院治療 を受 ける子

供達 は長期の入院を余儀なくされ,只 ベ ッドで無為な日々を送 らなければな ら

ないことについて,多 田博士は心を悩 ませていた。

1949(S24)年12月1日,こ の状態を少 しで も改善するために,補 導所付属

病院の2病 室に入院中の6名 の児童に対 し,講 師を招いて1日2～3時 間英語 ・

社会等の授業の真似 ごとを始めた。 これは,本 当に授業の真似 ごとと言 う言葉

に相応 した小さな試みであったが,子 供達は大変 に喜んで授業を受けた。 この

経験を励みとして,治 療 と教育を一貫 して行 う施設を設立 しようという動 きが
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本格化 した。

翌1950(S25)年2月 に東京都に肢体不 自由児施設認可の申請 をし,3月13

日に都許可指令第一号により認可を受け,児 童福祉法制定後,我 が国初の肢体

不自由児施設 となった。尚,翌4月1日 には,群 馬整肢療護園が児童福祉法の

認可を受け,設 立 してお り,翌 年(1951年10月)整 肢療護園が厚生省 の委託を

受 け,国 立民営 として児童福祉法の認可を受け,再 スター トしている。

緑成会整育園 はr財 団法人多摩緑成会の経営という形を取 り,初 代園長 には

多田博士が就任 し,定 数30で スター トした。正式に認可されたとい って も,こ

の時点では,整 育園の建物は補導所付属病院の講堂を仕切って作 ったものであっ

た し,職 員 も園長初めほとんどが病院職員 との兼務であった。

1948(S23)年 の児童福祉施設最低基準によると,肢 体不 自由児施設 は病院

であると明確に規定 されているが,緑 成会整育園が独 自で医療法上の病院 と し

ての正式認可を受 けたのは1954(S29)年 の事で,こ の間4年 間,ど の様 に辻

褄を合わせたのか,大 変興味深 い。 この様な形での施設認可 は,戦 後の混乱期

であったか らこそ可能であったことは問違いないが,そ れに しても,こ の認可

を可能 にしたのは,宮 崎所長や多田博士 の行政的手腕 によるところが多 いと推

測 される。

尚,多 田博士は都立広尾病院に勤務 していた関係で,都 との強い人脈を持ち,

その事が整育園設立に大変役立 ったようであり,整 育園設立 にあたり都 の関係

者 とは念入 りな打合せを繰 り返 したようであるが,恩 師高木憲次教授 には,一

創設当時の全景

言 も相談 していない との

事 で(開 設 当時か ら勤務

していた ドクターの話 し)

あ る。 緑成会 整育園 は,

児童福祉法上 で公的 な位

置付 けを与え られた肢体

不 自由児施設 が,我 が国

で現実の形 とな った第1

号施設であ るが,同 時期
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開設当初配置図

職 業 訓 練 所

講 堂

QC)Q〈 〉

昭和25年 、整育園誕生

に開設 された肢体不 自由

児施設 は,高 木教授 の影

響を強 く受 けていた状況

を考え ると,多 田博士 が

なぜ相談 を しなか ったか

について,肢 体不 自由児

に対す る処遇の方針 につ

いて,何 か意見の相 違す

る点があ ったのか も しれ

ないと推測 されるが,詳

細 は記録 に残 されていな

いo

後で述べ るように,開

設当時の緑成会整育 園の

入園児童 には,浮 浪児 や

孤児が多いが,こ れは,こ

の時代 の下での必然性 で

あると考え るのが妥 当で

あるが,多 田博士 を知 る

人達 は,博 士の肢体不 自

由児施設運営 に対す る考

え方 の反映で もあると語

る。 しか し,博 士 はほと

んど書 いた物を残 してい

ないので,残 念 なが らこ

の点 にっ いて知 る手掛 か

りはない。

入所児の教育 にっいて補足す ると,こ の年1950年7月,園 内学校 を多摩緑成

学園という各種学校 として東京都の認可を受け,幼 稚部 ・小 ・中 ・高等部を設
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けた。10月1日 に,こ の内,小 ・中学 部 は都 立公 明学 校 多摩 分校 と して認 可さ

れ,教 育 庁 か ら正 式 に教 員 が派 遣 され るようにな った。

第五節 設立当初の子供達

定員30名(都 措置児30)で スター トした整育園の入園児は,補 導所付属病院

か ら移 った数名を除いて,中 央児童相談所からまわされて来た子供達 と,安 房

学園から転園 してきた子供達で,特 に中央児童相談所か らの児童 は浮浪生活を

していた者が大部分であった。又,そ の当時児相は肢体不自由にっいて十分 に

理解 していなかったため,眼 疾患や耳の悪い児童 も送 られて来 たという。 開設

当初入園 した方 は,当 時の様子を 「古 くさびれた建物に整育園という表看板ば

灘灘

昭和25年 当時の整育園

昭和25年 当時の病室

か りが 新 し く,印 象 的 で

した 。 園 児 も少 な く,年

齢 も5歳 か ら16歳,そ れ

も戦 災 孤 児 や浮浪児 とい っ

た 暗 い過 去 を も った者 が

多 く,家 庭 の あ る者 は2

～3名 とい う有 様 で した。

……」(注10)と 回 想 して

い る。 「浮 浪 児 が児 童 相 談

所 か らつ れ て来 られ,シ

ラ ミが い っぱ い で,お 湯

を か け て 洗 った こ と が あ

る」(注11)「 子 供 もよ く

逃 げ ま した ね 。 そ れ か ら

子 供 が 入 園 して 来 る と,

小 川 駅 に連 れ て い き,駅

員 に今 度 入 った 子 供 だ か

らよ ろ しくと,首 実 験 を
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創設当時の子供たち

させておいたんです。 …」

(注12)等 は,当 時の職員

の記述である。

1948(S23)年 制定 の

児童福祉法最低基準 にお

いて肢体不 自由児施設 の

制度的位置付 けは,医 療

機関 としての性格付 けが

明確 にな されて い るが,

開設当初の整育園は,養 護施設的色彩が強か ったのである。

入園の形態 も児童福祉法による委託児50名(施 設開設7ヵ 月 目の10月16日 委

託定数は50名 に増員された)の 他に,生 活保護法による児童が23名 いた。次ペー

ジの表1・2は,1951(S26)年 に作 られた緑成会整育園の案内か らコピー し

た物であるが,児 童の年齢分布は,3歳 か ら18歳 まで と幅広 く,障 害の原因 と

なった疾患名を見 ると,感 染症的なものが多い。治療は整形外科的手術 を主体

にしたもので,手 術後の障害の改善 はめざましく,治 療面での施設運営はスムー

ズに進め られたが,生 活面の指導 に関 しては暗中模索で,浮 浪生活 を して きた

児童に振 り回される場面 もしばしばあったようである。

表3は,開 設当初の職員構成を現 したもので(注14)15人 中補導所付属病院

との兼務が5人,年 間の予算が431万9千 円で,月 割 り36万,補 導所付属病院と

の兼務で,や っと人件費を捻出 していた。勤務時間はあってなきが ごと し,ど

の職種の人達 も児童の処遇や雑用に飛び回る状態であった。

この様な状況の中で,多 田園長 は,施 設療育の柱を,治 療,教 育,生 活指導,

職業指導 と明確に規定 し,特 に生活指導面においては,孤 児の多い入園児 に対

して家庭的雰囲気を作 り出す ことに心を砕いたようで,そ の目標 として 「将来

民主的国家の一員 としてはずか しか らぬ教養を備えるよう…」(前 記案内文よ

り)と し,い ろいろと工夫を した。

多 くの転園児を受け入れた安房学園 との関係を利用 して,夏 には安房での合

宿なども企画 された。「安房などにも行 きま したね…お金が掛か るのに。行 く
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表1児 童年齢別(昭 和26年9月1日 現在)

凝 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

男 1 2 1 2 0 2 2 3 1 5 4 3 5 7 5 2 4

女 i i 1 3 5 3 2 1 0 4 0 1 2 2 1 1 2

計 2 3 2 5 5 5 4 4 1 9 4 4 7 9 6 3 7

表2疾 患別入園児数(昭 和26年9月1日 現在)

病 名 男 女 計 病 名 男 女 計

結 核 性 疾 患 13 9 22 先 天 性 奇 形 2 1 3

そ の 他 関 節 炎 2 i 3 切 離 断 5 5

弛 緩 性 麻 痺 9 2 11 脊 椎 カ リ エ ス 5 7 12

先天性股間節脱臼 1 6 7 そ の 他

痙 性 麻 痺 7 3 10 合 計 44 29 73

表3緑 成会整育園開設当初の職員構成

開設当初の職員構成(収 容定数30名)

園 長(兼 ・病 院)・

薬剤 師(兼 ・病 院)・

看護婦

児童指導員

雑 役

名

名

名

名

名

-
⊥

1
⊥

4

り
乙

り
乙

医 師(兼 ・病院)

理療士(兼 ・病院)

母

記

保

書

十ニゴロ

名

名

名

名

名

2

1

1

1

51

(内兼任5名)

の に茶 碗 や そ の他 の物 を補 導 所 の トラ ックに積 んで もらい,米 も も って 行 くけ

ど,東 京 か ら千 葉 を過 ぎ る と,臨 検 に あ って,食 物 を没 収 さ れ る と困 るか ら,

布切 れ に光 明 養護 と書 いて,角 印 を押 して」 「わ ざわ ざ トラ ックの後 ろ に,松

葉 杖 で無 けれ ば歩 け なか った子供 を乗 せて強調 したんです…」(注15)等 の エ

ピ ソー ドを資 料 中か ら多 く見 出す ことがで きる。
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昭和26年9月 頃の講堂での整育園

昭和26年9月 頃

浴
Ns

職 業 補 導 所

講 堂

教 室
診
察

病 室
病

室

W

C

病 室
病 室

教 室 線病

初期の頃 の入園児 の状

態 を概観す ると,肢 体不

自由の程度は軽 ・中度で,

知的遅れを合併 して い る

者 は少 な く,合 併 してい

て も比較的軽度で,戦 災

孤児が多 く,現 在我 々が

イメージす る肢体不 自由

児施設 とは大 きな違 いが

あった。

療育内容 は,治 療的 に は

整形外科的手術 を中心 に

し,生 活指導 は,そ の子供

達 の必要に応 じて手探 り

で作 られたものであ った。

第六節 緑成会整育園

の発達 と西多摩地区で

の地域活動

第五節で見て きた様 に,

整育園での療育活動 はス

ター トしたので あ るが,

建物 は補導所の一部 を借

用 し,職 員の多 くは補導

所病院 との兼務 とい う形

で,整 育園独 自の財産 の

ない,経 営的 には大変 に
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困難な状態であった。

一方
,我 国最初の肢体不自由児施設 としてマスコ ミに登場す る事 もあ って,

入所希望者が都以外の地域か らも殺到 し,職 員は連日その対応に終われていた。

その様な状況の中,1950(S25)年7月 に整育園は次の様な請願書を都知事

宛てに提出 している。

「『肢体不自由児療育施設設置並びに経営委託願』 昭和25年3月13日 都知事

認可指令第1号 を もって開設 した本会肢体不自由児療育施設整育園は,措 置定

員30名 をたちまち突破 し,現 在非措置を含めて47名 を収容 し,且 っ連 日申 し込

み問い合わせの受付に寧日なき状態でありますが,施 設の収容力は既に限度を

超えており,入 園謝絶のやむなきに至 っております。本会 は施設の拡充 を計画

しておりますが,何 分増設 日浅 く,財 政的にも実施困難であ ります。(中 略)

甚だ勝手なお願いであ りますが送付青写真の如 き施設を貴庁において現在整育

園の存在する多摩公共職業補導所敷地内に建設せ られその経営を当財団に委託

下 さるようお願い致 します。」(注14)今 でいう都立民営案である。 しか し,都

か らは何の回答を引き出すことができなか った。翌年 も同様の請願を行ったが,

成果は得 られなか った。 また,宮 崎所長や多田園長を初あ,財 団発足当時の職

員の理想として,財 団独自の力で,西 多摩地区に文化的復興をもた らしたいと

言 う意識 もあり,こ の時点で整育園の都立民営化構想は立 ち消えとなった。

幸い,財 団経営の補導所付属病院の黒字資金を利用 し,1951(S26)年1月

53坪 の病棟を建設することがで き,こ れが整育園の第一号の財産 となった。

また,ラ ラ物資の援助や,立 川市内にいた米軍97AAA部 隊の継続的な援助

を受 けることができ,1951年 か ら3年 間を掛 けて,徐 々に建物を増築整備 し,1

954年(S29)2月 整育園独自の力で医療機関の認可を受 けた。

この様に施設基盤の整備に務める一方で,多 田園長は,1954年8月 か ら,西

多摩 ・南多摩地区を中心 に障害児に対する巡回診療を開始 した。当時草深い僻

地であったこの地域を,地 元の役場や保健所 との協力で丹念 に回 り,障 害児の

発見や治療上の相談に応 じた事 は,地 域の障害児やその親 に与えた影響 は大 き

か った。 とくに,こ の巡回診療をきっかけに作 られた,西 多摩郡肢体不 自由児

親の会の活動は当時画期的な ものであった。
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昭和30年 頃の構内

昭和30年12月 頃

職 業 補 導 所

講 堂

盈a

l

-

一

=1

一

一

i[[目1

一

[[目

口
≡ 1

h

この会 の発足の きっか

けは,1953年 に股 間節脱

臼の娘 を整育園 に入 園 さ

せるため,島 根か ら当時

無医村であ った檜原村 に

移 って来 た,歯 科医 田中

実登 さんが,多 田園長 に

相談 し,檜 原村を初あ,い

くっかの村で巡回診療 と

相談を行 った事であ った。

発足当初,(1950年8月 に

発足)親 の会 は,巡 回相

談 の手伝 いや,緑 成会整

育園で出版 していた,「 整

育」 とい う新聞を配布 す

る事 が 目的で あ ったが,

財源難 か ら施設の拡張 の

できない整育園のために,

募金活動 を して,建 設資

金 の一 部 を寄付 した り,

政府 に対 しての運動 等 に

活動を拡大 していった。

多田園長を中心 とする,

巡回診療 と相談 は,実 施

主体 は,日 赤,身 体障害者

福祉法 によるもの等 とい

ろい ろ変遷 はあ って も,

1968年(S43)多 田園長

死去 まで続 き,多 摩地区
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米穀軍人による建物寄贈

轟躍薪 甑

編 麟

の障害 者 問題 の解決 に大

きな役割 を果 た した。

1958(S33)年,鉄 筋

コ ン ク リー ト造 りの 訓 練

棟 が 完 成 し,同5月 に は

入 所 定 員 を100名 に増 や し

て,緑 成 会 整 育 園 の 基 礎

的 整 備 が 完 成 したの で あ

る。

尚,米 軍 の 援 助 で も う

一 っ 重 要 な こ とは
,軍 人

の 家 族 の 中 に ア メ リカ で

障害児 の リハ ビリテーショ

ン現場 で働 いて い た人 が

いて,新 しい障 害 児 の 訓

練 方 法 を 緑 成 会整 育 園 に

紹介 した事 であ った。

昭和33年 頃の訓練棟

第二章で使用 した緑成会整育園に関する写真 と図 は

特に表記のないものはすべて 「多摩緑成会30年 のあゆ

み」か らのコピーである

(第 三章以下 は次号 に続

けて掲載する)
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田波幸夫編 「高木憲次一人 と業績一」 財団法人日本肢体不 自由児協会 昭和42年

12月P135か らの引用

児童福祉法研究会編 『児童福祉法成立資料集成下』 ドメス出版 昭和54年2月15

日P394

2に 同 じP394

2に 同 じP395

1に 同 じP137～140

都立小平養護学校20周 年記念誌委員会編 「学校 がで きるまでのいろいろのこと」

『小平養護学校20年 のあゆみ』 宮崎吉則 昭和56年P1か らの引用

6と 同 じP1か らの引用

多田富士夫園長の略歴 について

1906(明 治39)年8月 東京都で出生1931年(昭 和6)年 千葉医科大学医学科卒業,

同年東京帝国大学整形外科教室に入る1941(昭 和16)年 学位を得 る1945(昭 和

20)年8月 都立広尾病院勤務1947(昭 和22)年 広尾病 院整形外科 医長 とな る

1949(昭 和24)年6月 東京都労働局勤務 とな り,都 立多摩補導所付属病院院長 緑

成会整育園開設と同時に園長となる。

1968年(昭 和43)年10月 心筋梗塞にて急逝62歳 であ った。

6に 同 じP2か らの引用

財団法人多摩緑成会30年 記念誌委員会編 「多摩緑成会30年 のあゆみ』 昭和57年

4月P122か らの引用

10に 同 じ

10に 同 じ

10に 同 じ

10に 同 じ

10に 同 じ

P157か らの引用

P158か らの引用

P68か らの引用

P156か らの引用

P68～69か らの引用



207

文献 リス ト

-

り
ρ

3

4

に
U

ρ
0

η
ー

8

9

10

11

12

13

4

【
U

1

1

16

17

is

19

財団法人多摩緑成会15年 記念誌委員会編 『多摩緑成会15年 の歩み』1964年

財団法人多摩緑成会30年 記念誌委員会編 「多摩緑成会30年 の歩み』 昭和57年4月

多摩緑成会整育園編 財団法人多摩緑成会整育園(パ ンフレッ ト)昭 和61年

都立小平養護学校20周 年記念誌委員会編 『小平養護学校20年 の歩み』 昭和56年

田波幸夫編 「高木憲次 一人 と業績一』 財団法人 日本肢体不自由児協会 昭和42年

12月

磯村英一 ・一番ケ瀬康子編 「差別と人権5(心 身障害者)』 雄山閣1986年

一番 ケ瀬康子編 『講座障害者の福祉1(障 害者の福 祉 と人権)』 光 生館1987年

12月25日

小島蓉子 「社会 リハ ビリテー ション』 誠信書房1978年

村上真美子著 『占領期の福祉政策」 勤草書房1987年7月15日

児童福祉法研究会編 「児童福祉法成立資料集成上 ・下』 ドメス出版 昭和54年2

月15日

小島蓉子 「障害者が求めるもの一QOLと アメニテ ィーの権利をめ ぐって 一」『社

会福祉研究 第43号 』 鉄道弘済会1988年10月

高橋流里子著 「戦前の障害概念の検討一肢体不自由児施設の処遇を通 じて一」『社

会福祉第28・29合併号』 日本女子大学社会福祉学科 平成元年9月30日

今野文信講述 高橋流里子筆 「肢体不自由児の福祉対策」『戦前 ・戦中期における

障害者福祉対策』 財団法人社会福祉研究所 平成2年3月25日

座談会 「障害者問題を考え る」「厚生(特 集 障害児対策)』1985年5月

高橋孝文 「日本 における子供 の リハ ビリテーションー過去 ・現在 ・未来一」「総合

リハビリテーション』 医学書院1987年9月

七戸幸夫 「肢体不 自由児施設」『総合 リハビリテーション』 医学書院1987年9

月

砂原茂一 「リハ ビリテーション医学理念の成立一歴史的回顧一」『総合 リハビリテー

ション(リ ハ ビリテーションの歴史)』 医学書院1987年4月

明石謙 「リハ ビリテーション医学小史」『総合 リハ ビリテーション(リ ハ ビ リテー

シ ョンの歴史)』 医学書院1987年4月

小鴨英夫 「障害児教育 の歴史」『総合 リハビリテーション(リ ハ ビリテ ー シ ョンの

歴史)』 医学書院1987年4月
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20天 児民和 「肢体不 自由児施設 の回顧 と展望」「手足の不自由な子供達増刊療育24』

財団法人 日本肢体不 自由児協会 昭和58年6月20日

21小 池文英 「療育研究大会25年 の回顧 と展望 一医療 にっいて一」『手足の不自由な子

供達増刊療育22』 財団法人 日本肢体不 自由児協会 昭和56年8月30日

22佐 藤孝三 「療育 の父高木憲次先生 の思い出」「手足の不 自由な子供達増刊療育30』

財団法人 日本肢体不自由児協会 平成1年5月20日

23高 木憲次 「肢体不 自由 とは」『肢体不自由児の療育第2号 』 財団法人 日本肢体不

自由児協会 昭和26年7月1日

24高 木憲次 「療育の基本理念」『肢体不自由児の療育第1号 」 財団法人 日本肢体不

自由児協会 昭和26年1月

25水 上勉 「拝啓総理大臣殿」『中央公論908号 』 中央公論社 昭和38年6月1日

26黒 金泰美 「拝復水上勉様」『中央公論909号 』 中央公論社 昭和38年7月1日

27上 田哲 「根絶」 現代 ジャーナ リズム出版会 昭和42年10月26日

28大 塚隆二 「身体障害(児)者 の福祉」『総合 リハ ビ リテー ション 第一巻第四号』

医学書院 昭和48年4月10日

29全 国肢体不 自由養護学校長会編 『肢体不 自由児教育の発展改定増補版』 社会福祉

法人 日本肢体不 自由児協会 昭和56年5月2i日

30正 林公宏 「戦後史上 ・下」 筑摩書房1990年4月24日

31石 川憲彦 「治療 という幻想一障害の医療か らみえること一」 現代書館1988年2

月29日

32秋 山智久 「戦後社会福祉施設発達史」『社会福祉施設運営管理論」 全国社会福祉

協議会編 昭和55年7月10日

33江 草安彦他共著 「重症心身障害児施設」『社会福祉施設運営管理論』 全国社会福

祉協議会編 昭和55年7月10日

34小 笠原祐次 「施設体系を見直す」「療育の窓No54」 社会福祉法人 全国心身 障害

児福祉財団1985年

35大 塚達雄 「なぜ 「収容』なのか」『療育の窓Nα54」 社会福祉法人全国心身 障害

児福祉財団1985年

36川 端二男 「障害児福祉の推移」「療育の窓Nα50」 社会福祉法人全 国心身 障害児

福祉財団1984年

37江 草安彦 「施設の役割 と歴史」「療育の窓No.53』 社会福祉法人全国心身 障害児

福祉財団1985年
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38全 国心身障害児福祉財団調査部 「心身障害児(者)施 設体系の概要」 『療育 の窓

No.53」 社会福祉法人全国心身障害児福祉財団1985年

39高 橋孝文 「肢体不 自由児施設」「療育の窓Nα53」 社会福祉法 人全国心身障害児

福祉財団1985年

40岡 田喜篤 「重症心身障害児施設」「療育の窓Na53』 社会福祉法人全 国心身障害

児福祉財団1985年

41東 京都立北療育園20周 年記念実行委員会編 「療育の歩み20周 年記念誌」 昭和57

年7月

42社 会福祉法人鶴風会東京小児療育病院編 「療育10年 のあゆみ」 昭和49年6月22日

43社 会福祉法人鶴風会東京小児療育病院編 「早期療育のあゆみ」 昭和54年12月1日

44社 会福祉法人鶴風会東京小児療育病院 ・みどり愛育園編 「早期療育か ら総合療育

へ」 平成元年7月1日

45社 会福祉法人整肢療護園 「整肢i療護園のあゆみ」 昭和36年10月1日

46高 木憲次監修 「肢体不 自由児(者)の 実態」 東京大学出版会1961年11月3日

47柏 倉松蔵 「肢体不 自由児の治i療と家庭及学校」 柏学園 昭和31年6月10日

48田 村恵一他 「養護児童の実態調査」 第30回 全国肢体不 自由児療育研究大会発表

49田 代義徳 「整形外科の現在及将来」『医事新聞第1148号 』 東京大学 医学 部整形外

科教室開講70周 年記念会編 『田代義徳先生 人 と業績』1975年

50高 橋孝文 「肢体不 自由児施設か らみた療育事業の現状と問題点」『総合リハビリテー

ション13巻5号 」 医学書院1985年5月

51安 積純子他共著 「生の技法 一家 と施設を出て暮 らす障害者の社会学」 藤原書店

1990年10月25日

52松 井二郎訳 「施設 ケアの実践綱領 一英国の社会福祉施設運営基準=」 昭和60年11

月10日

53杉 浦守邦 「日本最初の肢体不 自由児学校 ・柏学園と松倉松蔵」 山形大学教育学部

養護教室 昭和61年

54吉 武民樹 「平成2年 度全国重症心身障害児施設長会議報告」 『重症児 とともに」

社団法人 日本重症児福祉協会 平成2年9月20日

55高 松鶴吉 「全国肢体不 自由児施設 一現状と将来展望一」『整形 ・災害外科11月 号』

金原 出版1989年11月

56坂 口亮 「障害児療育の現状 と将来像」「整形 ・災害外科11月 号』金原 出版1989年

11月
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57小 林久利主任研究者編集 『昭和62年 度厚生省心身障害研究報告書一心身障害児

(者)施 設福祉のあり方に関する総合的研究』 昭和63年3月

58小 林久利主任研究者編集 『昭和63年 度厚生省心身障害研究報告書一心身障害児

(者)施 設福祉のあり方に関する総合的研究』 平成元年3月


